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大学教養教育における表計算 ソフ トエ クセルの実習

講義上の要点と課題

教養部 吉田 光次

1.教 養教育におけ るワープロ ・表計算実習

主体 的 に コン ピュー ター を利 用 す る

大 学教養 教 育 にお いて 、パ ソコ ンの活 用 は今 や必 須 と言 って よい。 イ ンタ._._ネッ トの利

用 は、そ の効用 の影 に潜 む負 の側面 を理 解 す る こ と も必 要 で あ り、本学 で は 「情 報 基礎 ・

倫理」 と して必 修科 目に指 定 され てい る。社 会 的 に もイ ンター ネ ッ トに関 す る トラ ブルが

注 目 され てお り、倫 理 や法律 、技 術 な ど関連 す る知識 を身 につ け る こ とは一 般教 養 と して

大学生 が授 業 で学ぶ べ き内容 にふ さわ しい と捉 え られて い る。

一方
、 ワー プ ロや表計 算 の よ うな基 本 的 な 「リテ ラ シー」 は、今 や大 学 入学以 前 に も習

得 す る機 会が あ り、操 作 法 をマ ス ターす る こ と自体 が大 学 での授 業 と してふ さわ しい もの

か は、議 論 の余 地が あ る。実 際 、本学 開講科 目であ る 「パ ソコ ン操 作1」 は、卒 業要 件 に

も、資 格科 目に も認 定 され てお らず 、教 職 科 目 と して 開講 され て い る 「パ ソ コ ン操作H」

の準 備段 階 と して用意 され てい る。 「パ ソ コ ン操 作H」 もまた、卒業 要件 に含 まれ ない が、

大学 生 と してふ さわ しい 「リテ ラ シー」 を身 につ け る科 目 と して期待 され る もので あ る。

パ ソコ ンを活 用す る こ とを最終 目標 と してい るが 、 その意 味 す る ところ は、今 後 の専 門教

育 にお いて、 あ るい は、社 会 人 と して就職 後 の活動 にお いて 、主体 的 に活 用す る こ とであ

る。 主体 的 なパ ソコ ンの活 用 とは、パ ソコ ンは単 な る道 具 で あ る と認識 し、問題 の 本 質 と

しない こ とで あ る。

ワー プ ロ(Word)の 利 用 にお い て 本 質 は論 文 ・レポ ー ト等 の文 章 の 内容 で あ る。 論

文 ・レポ ー トの作 成 にお いて、 ワー プロ ソ フ トは その 内容 に大 きな影響 は与 えない もの で

あ る。 作業効 率 が よ くな るの は当然 で あ るが 、完 成 した内容 とその 良 し悪 しは ワー プ ロ ソ

フ ト以外 の要素 で決 まる もので あ る。

で は、 表計 算 ソ フ ト(Excel)で は ど うで あ ろ うか?表 計 算 ソフ トで作 成 され る もの に

は、 さまざ まな レベ ル の ものが あ る。 住所 録 や一 覧表 は、 ワー プ ロで も作 成 で きる デー タ

の羅 列 であ り、表 計算 ソ フ ト特 有 の機 能 と関係 な く作 成 され る もの であ る。 しか し、統計

処 理 な どの計 算 、あ るい は 、Exce1の 関 数機 能 を用 い た処 理 に意味 が あ る表 の作 成 で は、

ソフ トウェアの利 用法 と無 関係 に表 を作 成 す る こ とはで きない。表 計算 ソフ トで処 理 で き

る、即 ち、平均 を簡単 に計 算 で きた り、 オー トフ ィル機能 が利 用 で きた りす る形 の表 を作

らな けれ ばな らない。これ は決 して容 易 な こ とで は ない。表 の形 そ の もの を考 える こ とは、
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ワー プ ロで は存 在 しない。写 真 や イ ラス トの配置 はそれ に近 いが 、 その デザ イ ンは 自由 で

あ るか ら、 簡単 に思 い描 くこ とがで き、容 易 で あ る。表 の形 の決 定 を容 易 にで きる学 生 も

い るが 、一 部 に過 ぎない。 目的 に応 じて 自身で表 を作 る こ とは、教 えな くと も誰 で もで き

る もので は ないの であ る。

しか し、 この よ うな表 の形 の決定 の仕 方 を教 え る こ とはExcelと い う ソフ トウ ェアの操

作 法 を習得 す る こ とを 目的 と した授 業 の内容 と して は逸 脱 した もの とな る。 教科 書 の例題

は表 の形 が 決定 され 、 デ ー タを どこに 入力 す るか を指 定 され た状 態 か ら始 まるの であ る。

Exce1の 表 は レポー トや論 文 の作 成時 に必 要 に迫 られて作 成 され るの で 、 その際 に、 それ

を自 ら体得 す る よ り他 な い。 しか し、実 際 に はExce1に よる表 計 算 を必 要 とす る レポ ー ト

を書 く機 会 は あ ま り多 くない と思 わ れ る。現 実 には、社 会 に出 て初 め て 、Exce1を ッー ル

と して利用 す る以 前 に、表 の形 式 を決 定す る必 要 に迫 られ るので は ない か?そ の 時 に、そ

の課 題 を苦労 しなが ら もこなす こ とに よ って、Excelの 実 戦 的 活用 の ステ ップ ア ップ を図

る こ とが で きるだ ろ うか?専 門教 育 にお いて統 計 処理 の よ うな問題 に直面 した経験 が なけ

れ ば、 この よ うなケ ー スでExcelを 活 用 した資 料作 成 をす る こ とは大変 困 難 な こ とで あ ろ

う。

専 門教 育 の場 でそ の ような機会 が な い学 生 が 多 くい る現 状 を鑑 み る と、教 養教 育 にお い

てそ の機 会 を提 供 す べ きで あ る。結 局 、 「パ ソ コ ン操 作H」 自体 におい て 、実 戦 を想定 し

た トレー ニ ング を課 す こ とが 最 も効率 的 な方 法 で あ る とい う、結 論 に達 したの であ る。本

来 逸脱 した教 育 目標 で あ るが、現 実 に表計 算 を活用 で きる よ うにす るため に は必 要不 可 欠

な トレーニ ング と考 え られ るの であ る。

教科 書 の問題

実戦 的 な表計 算 ソフ トの活用 を 目指 した授 業 にお いて 、問題 とな るの は教 科 書 との整 合

性 で あ る。教 科書 はパ ソコ ンソフ トExcelの 操 作 法 の習 得 の み を 目的 と して書 か れて い る

ので 、当然 、実 戦 的 な応 用 を想 定 して い ない。例 え ば、例題 と して挙 げ られて い るの は、

国語 数学 英語 合計 平均

A君 62 75 60

B君 80 85 65

C君 70 60 85

D君 92 78 82

E君 83 74 94

平均

表1ク ラス成績

表1の ような表 であ る。表 の形 は決定 され、 デ0タ 入力 を済 ま した後 、 合計 ・平均 を計算

す る問題 で あ る。 市 販 の教 科書 が 表 の形式 をデザ イ ンす る こ とに重点 を置 いて い ないの は
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当然 であ る。 この例 題 の場 合 、

デ ー タ入力 合計 ・平均 の計算 罫線 を引 く

とい う・単純 な手 順 に よって表 が完成 され る。 この 問題 の場 合 、 自身で 表 の形 を考 え る こ

とは難 しい もの で はな い。計算 も平 均 と合計 とい う最 も簡単 な ケー スで あ る。 この形 の関

数計算 の表 は標 準 とな ってい るの で、熟慮 しな くて も作 成 で きる標 準形 で あ る。と ころが 、

教 科書 に掲 載 され て い る実 習問題(表2)で は、事 情 が異 な る。教 科書 で は、上 記 表1と

同 じ手 順 で操 作 が行 わ れ てい る。 この 問題 を、 人 口増 加率 を求 め る とい う 目的意 識 か ら手

順 を考 え る と どうな るだ ろ うか?人 口増 加率 を求 め る ため には 、現在 と過 去 の あ る時期 の

人口の2つ のデ ー タが必 要で あ る。この二 つ を用 いて 人 口増 加率 の計 算式 を考 えれ ば よい。

そ こで 、 白書 な どを調べ て国 ・地域 の 人 口 を知 り、入力 す るの であ る。 この手順 は、

人口増加率の計算式 を考 える ・調べ る

17

現在 と過去の人口を調査す る

▼

得 られたデー タを用いて、人口増加率 を計算

で きる よう表 を作成す る

1

予め調べ た計算式で計算 をする

となる。 この こ とを考慮 に入 れ て表2を 見 る と、1970年 、1980年 の デ ー タは不 要 で あ る。

この実習 問題 は、現実 的 な問題 解 決の ス キー ムか ら想定 され る表 の形 式 とは異 な ってお り、

教科 書 どお りの手 順 で表 を完成 させ て も よい トレーニ ング とはな らない。

大陸名 1970年 1980年 1990年 2000年 増加率
ア ジア 2,147 2,641 3,184 3,634

ア フリカ 364 476 629 767

ヨ ー ロ ッパ 656 693 722 729

アメ リカ 516 614 720 …

オセアニア 19 23 26 30

世界計

表2世 界の人ロ推移

この ように、 ソ フ トウェ アの操 作 の 習得 を中心 と した教科 書 で の トレーニ ングで は、実

戦的 問題へ の応 用力 の 酒養 とい う点 で不 足 なの で あ る。 実際 には 、表 の形 の デザ インの段

階か ら自分 自身で行 わ な けれ ばな らないの であ るか ら、 トレ.___ニング と して学生 に体験 さ

せ る こ とは必 要 で あ る。 教 科 書 の例 題 と実 習 問題 で は 、 そ の よ う な学 習 が で きない の で
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教 員 が トレーニ ング教材 を作 成 して補 わ なけ れ ばな らない。

表 の形 式 の決定 の仕 方 を体系 的 に教 え る ことはで きない。 どの よ うな表 を作 るべ きか と

い う問 い に対 す る答 え は、 その問 題 の性 質 に よって異 な り、無 数 の型 が考 え られ、 明確 な

パ ター ン分類 が行 わ れ てい るわ けで は ないか らであ る。 したが って 、で きるだ け多 くの問

題 を練習 させ 、 自然 と身 につ くように仕 向け る ほか ない。

ソフ トウェアへの依存 をなくす

教科書以外の練習問題 を与 えて トレーニ ングを行 う上で、筆者が注意 を払 っている点 をひ

とつ述べ てお こう。学生に顕著に見 られる傾 向 として、過度 にExcelの 関数機能に頼ろ う

とする点がある。Excelを 用いて様 々な計算が容易 に行 えるが、使用頻度 では平均 ・合計

が圧倒的に多いであろう。論理 や検索 を除いた統計計算や数学 的な計算式 に限定すれば、

平均 ・合計以外 の機能の利用 は極めて少 ない。 しか も、多 くのケースでは、Exce1の 関数

機能を使 うことので きない ものが多い。 その場合の計算式 は決 して難 しい ものではなく、

極めて簡単な計算式で表せ るものである。例えば、表2で 計算 した(人 口)増 加率 は一般

的 な概念であ り、専 門知識 とは言 えない常識的 な計算である。教科書の例題 には 「2000

年÷1990年 一1」 という表現で計算式が与 えられている。Excelで は番地 をつけた変数 を

用いて、 これ を書 き表す必要があるが難 しい ものではない。それ にも拘 らず、学生 は、関

数挿入の メニューか ら計算式 を見出そうとする。そのような錯誤 を捨て させ、自分 自身で

計算式 を考 えて書 くように習慣づける必要がある。例 に挙げた増加率 も、教科書に書かれ

ていなければ、計算式 を書けない学生が多い。常識 と思 われる もの も、経験 によって身に

つ くものであるか ら、その意味で も多 くの実戦的 トレーニングが必要 と考 えられる。授 業

中に扱 える例 は数が限 られるが、 自分で計算式 を考 えることになれていない学生に、良 く

計算 される計算式の殆 どすべ てが関数挿 入の メニューにないこ とを認識 させ ることが大事

である。

2.ト レーニ ング問題 とその 狙 い

ここで は筆者 が 作 成 し、授 業 中 に学生 に与 えて い る トレー ニ ング問題 の0部 を紹 介 し、

そ の狙 い を紹 介す る。

MLB成 績

ア メ リカ大 リー グ(MLB)の 勝 敗表 か らチ ームの順 位 を決 め る勝率 を計算 す る問題 で

あ る(表3)。 ポ イ ン トは、与 え られ た デ ー タがExcelに 簡単 に作 り変 え られ る整 った表
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の形 を してい ない こ とであ る。 あ えて罫 線 を引 い てい な いので 、 自分 自身で デー タをセル

に分離 して入力 す る こ とが必 要 で あ る。 お お よそ表 の形 を してい る とは いえ、1行 分の デ

ー タをすべ て一 つの セ ル に入力 して しまう学 生 が い るので注 意 をす る
。 そ の よ うに入力 す

る と、計 算が で きない こ とを指 摘 しなけ れば な らな い。

さ らに、 問題 の前提 と して、地 区別 に分 け る必 要が ない と伝 えて い る。そ の場 合 、表3
ヘ ヘ ヘ ヘ へ

の勝 敗 表 中 には 、Exce1に 入力 す る必 要 の な い もの が い くつか あ り、 そ れ らを入力 しない

こ とが大事 で あ る。書 か れて あ る もの をす べ て入 力 して しま うこ とに よって オ ー トフ ィル

の実行 の妨 げに な るか ら、必 要 な もの を見極 め て 入力す る こ とが必 要 であ る。

この問題 で は、勝 率 を計 算す るが、常 識 と して 身 につ けて ほ しい概念 であ る。割 り算 を

含 む計 算 は、学 生 は総 じて苦手 で あ る。 しか も、試 合数 欄 は ない ので 、少 々計算 式 は複 雑

に な り括 弧 の使 用 を必 要 とす る。

ア ・ リ ー グAmericanLeagueDivisionStandings

東 地 区(21日 現 在)

レ ッ ドソ ックス

ヤ ンキ ース

ブ ルー ジ ェ イズ

オ リオ ールズ

デ ビル レイズ

中地 区(21日 現 在)

タイガー ス

ホ ワイ トソ ック ス

(後 略)

勝 敗

3014

2023

1924

2024

1825

勝 敗

2716

2219

表3大 リーグ勝敗表

Excelで は 、計算 の 入力 ミス を見 つ け る こ とは難 しい 。 ミス を見 つ け る一一つ の 方法 は、

計算 結果 が常 識 か ら逸脱 してい ない か をチ ェ ックす る こ とで あ る。 この場 合 、勝率 は、0

以 上1以 下 の数 で 、勝 が負 よ り多 けれ ば0.5よ り大 き くなる な どの知 識 が助 け とな る。 ワ

ー プ ロの 場 合 は 印 刷 され た もの を チ ェ ッ クす れ ば 間違 い を見 つ け る こ とが で きる が
、

Excelの 計 算 は表 示 され た もの を見 て も分 か らない ので 、 一応 の結 果 が 出 た こ とで満足 せ

ず 、計 算 結果 が常 識 と逸脱 してい ないか を確 かめ る習慣 が必 要で あ る こ とを理 解 させ な け

れば な らない。
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同種 の問題 と して、サ ッカーでの勝 点計 算 が あ る。サ ッカーで は、勝 率 で はな く勝 点 に

よってチ ーム の順位 を決 め る。勝 に対 して勝 点3、 引 き分 けの場 合勝 点!、 負 けれ ば0が

与 え られ る システ ムで 、試 合 を消化 す る たび勝 点が 累積 され て、最 終 的 に勝 点 の 多 いチ ー

ムが優 勝す る。 勝率 よ りは、認 知度 が低 いの で説 明 を要す るが 、 この 制度 を知 って い る者

に とっ ては比較 的容 易 な ようであ る。勝 ち点=3× 勝 数+引 分 数 とい う計算 式 はサ ッカー

とい うスポ ー ツ特 有 の計 算 で あ るが 、説明 されれ ば計算 式 を作 れ る ように したい もの であ

る。

複 利計 算

この問 題 で は 、Excelを 使 った複 利計 算 を

行 わせ る問題 で あ る。 この 問題 は、 プ レゼ ン

テー シ ョンを前提 と した表 の形 に こだわ る必

要 は な く、純 粋 に計算 をす る こ とが 目的で あ

る。 そ の意 味 で 、Exce1の 練 習 問題 と して は

異 質で あ る。 複利 計 算 自体 は学 生 に は難 しい

計 算 で あ るが 、Excelの オ ー トフ ィル機 能 を

用 い る と簡 単 に計 算 で きる。 オ.___トフ ィル機

能 が極 め て汎用性 のあ る機 能 であ る こ と を認

識 す る こ とは重 要 で あ る。Excelの 便 利 さの

大 きな ウェ イ トは オー トフ ィル機 能が 占め て

い る と言 って よい 。 オー トフ ィルは必 ず使 え

10万 円の借 金 を した と き、そ の ま ま一

切 返 済 せ ず に、 放 置 して お く と、 どれ

ぐらい 利 子 が 増 え る か 表 に して考 え よ

う。(複 利計 算)

年 率 が 、3%、5%、10%、15%、

20%の と き、

1～10年 後 の 各 年 に借 金 が い くら

に増 えてい るか計 算 せ よ。

(計 算 式 を書 くと き、利 率 は 変 数 で は

な く、 数値 を使 う こ と。)

る(使 わなければいけない)と い うことを大前提 としてお くべ きである。それでこそ絶対

番地の必要性が理解 される。この問題 に挑戦 させ る段階では絶対番地 は教 えていないので、

問題末尾のようなコメン トを付 して、絶対番地 を使わない問題に している。

複利計算では、 オー トフ ィルを使 わな くとも、指数関数(べ き乗計算)を 使 って計算 を

実行す ることも出来 る。数少ないべ き乗の算術記号 を使 う機会であ る。

免 許統 計

この問題 で は、表4の よ うに表 の形 や デー タは既 に与 え られて い る。合計(種 類 別 総数)

が表 の上部 にあ るの で、 オ ー トSUMの 手 順 で、範 囲指 定 が ツー ルボ タ ンを ク リック した

後 にな る。増 減率 の計 算 は、表2の 増 加率 と同 じ形 式 で あ る。 教科 書 の実 習 問題 であ る表

2で は、計 算式 が 与 え られて い るので 自分 で考 える必 要 は なか った。 この問題 で は、 それ

を援 用す る だけで あ る。増 加率 とい う もの を抽 象 的 に表現 し、具体 的 な例 に当て はめ る ト

レー ニ ングで もあ る。 合 格 率 の計 算 も常識 の範 囲 と思 われ るが 、割 り算 を含 む計 算 は分
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区 分 受験者数
(人)

合格者数
(人)

合 格 率
(%〉

年 次 10年 11年 増 減 率

(%)
10年 11年 増 減 率

(%)
10年 11年

種 類 別
総 数

普 通 2,681,223 2,847,694 2,001,505 1,998,795

普 通 二 輪 358,006 344,050 255,306 239,751

大 型 二 輪 148,566 136,419 106,902 99,527

原 付 736,511 708,987 453,699 405,989

そ の 他 448,997 415,659 221,519 213,550

第二種免許 352,582 338,738 51,690 51,047

仮 免 許 2,428,881 2,046,871 1,782,806 1,520,563

表4免 許統計

子 ・分 母が逆 に なる こ とが あ るので要 注意 で あ る。

さ らに、 この 問題 で は、計 算 の順序 につ いて考 える よい機 会 であ る。 オー トフ ィルの利

用 を前提 とす る と、 合計(総 数)、 増 減率 、 合 格率 の うち、 合計 を最 初 に計 算 す る必 要が

あ る。例 え ば、増 減率 を先 に計 算 す る と、 「普通 」 の そ れ を計 算 す る こ とに な り、 オー ト

フ ィル はそ こか ら下 を計 算 す る こ とに なる。後 に、合計 を計 算 した とき、 改 めて 、そ の増

減率 を計算 す る こ とに な り手 間が無 駄 にな って しま う。 この ケー スの ように合計 が上 にあ

り、下 に内訳 が あ る形式 は よ く見 られ る もの で あ るか ら、慣 れ てお くこ とが必 要 であ る。

この表 を使 って、様 々な グラ フ を作 る練習 もで きる。

PC統 計

この問 題 は、官公 庁 な どの発 表 してい る統計 資料 を利 用 し表 を作 成 す る問題 で あ る。 表

5は 各都 道府 県の学 校 数 、PC台 数 、LAN接 続率 な どの資 料 で あ る。学 習支援 システ ム

内 でPDFフ ァ イルの形式 で資 料 を参 照 させ る。 問題 の指 示 は、 「この 資料 を利用 し、関

東 お よび近 畿 の 一 校 あ た りの コ ン ピュ ー ター台 数 を計 算 し、 両 者 を比 較 せ よ。」 で あ り、

資 料 を書 き写す もので は ない。 この 問題 の 目的 の遂行 に必 要 なデー タは、表5の 一部 で あ

り、 それ を見 極 め る こ とが重 要 であ る。教 科書 の問題 で は、決 して無 駄 な もの は提 示 され

てい ないの で、 入力 の必 要 な もの を 自分 の判 断で取 捨 選択 す る こ とが 、現 実 の ケー スで は

必要 にな る ことを知 る こ とが重 要 であ る。

この ケ ー スで は、 入力 が必 要 な もの は、 関東(茨 城 県 ～神 奈 川県 の7都 県)、 近畿(滋

賀県 ～和 歌 山県 の6府 県)の 都府 県名 とそ の学 校 数 と教 育用 コ ンピュ ー ター台 数 で あ る。

それ に簡単 に気付 く学生 も多い が 、何 を入力 す るべ きか を判 断 で きず全 て のデ ー タを入力

しよ うと して しま う学 生 も多 い。 この資 料が 、 各都道 府 県 の 「一 校 あ た りの コ ン ピュ ー タ

ー台数」 を与 えて い るこ とに気付 かせ
、 関東 や近 畿 とい うブ ロ ックに対 してそ れ を計 算す

る には何 が必 要 か を考 え させ な けれ ば な らない。 この資 料 には計 算式 が 書 い て い るの で、
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都 道 府 県 別

合 計 学校数
A

校

教 育 用

教育用PC

総 台 数

B

台

PC

平均設置台数

B/A

台

教育用PC

1台 当たりの

児童生徒数

C

人/台

高 速 インターネット

接 続 学 校 数

D

校

中

略

普通教室の

LAN

整 備 率

0

北 海 道 2,500 75,608 30.2 8.1 1,391 42.8%

青 森 県 702 19,805 28.2 8.8 392 24.8%

岩 手 県 768 28,708 37.4 5.9 328 33.0%

宮 城 県 801 30,211 37.7 8.8 477 32.4%

秋 田 県 514 20,843 40.6 6.3 304 50.8%

山 形 県 546 16,093 29.5 8.9 356 28.7%

福 島 県
・ ・ 35,835 39.0 7.4 ・i 54.6%

(中略)

大 分 県 571 17,540 30.7 8.0 443 32.5%

宮 崎 県 479 18,791 39.2 7.7 344 29.4%

鹿 児 島 県 964 29,191 30.3 7.4 357 35.9%

沖 縄 県 519 25,193 48.5 8.4 334 60.2%

合 計 38,237 1,529,415 40.0 8.8 27,324 37.2%

表5都 道府県別 コンピューターの設置状況

そ れ も ヒン トにな ってい る。

一般 に
、卒 業論 文 や演 習 の レジ ュ メや レポー トで は 、答 え を得 るため に参考 にす る資 料

には、 自分 の欲 す る答 えのみ が都 合 よ く書 か れ てい る こ とは な く、 この例 の よ うに不 要 な

もの を含 んで い る。 自分 の 目的 の ため に必 要 な部 分 を抜 き出す こ とは、Excelの 実 際 的 な

利用 の上 で重 要 なこ とであ る。 この よ うな表 の形 を した資料 の場 合 、却 ってそ の ま ま全 て

を入力 して しまう傾 向 があ るの で 、必 要 な もの と不 要 な もの を識 別 す る こ との必 要性 を肝

に銘 じさせ るべ きであ る。

なお、両 者 を比較 せ よ、 とい う部 分 は 、関東 、近 畿 に対 して答 えが ひ とつず つ算 出 され

る こ とを強 調す るため の もの であ り、大 事 な こ とで はな い。 関東 ・近 畿 の各都 府県 の デー

タを抜 き出 して、漠 然 と どち らか 多 いか を考 え るので は不 十分 で あ る こ とを意 味 し、各 ブ

ロ ックの学 校 数合計 、 コ ンピュ ー ター台数 合計 を計 算 し、一校 あた りの コ ンピュー ター台

数 を求め る こ とを 目標 と させ る もので あ る。

ところで 、資 料 には各都 道府 県 の一校 あ た りの コ ンピュー タ.___台数が掲 載 されて い るが、

これ をAVERAGE関 数 を使 って平均 を とる こ とで各 ブ ロ ックの コ ンピュー ター台 数 を

計 算 す る こ とを考 え るこ と もひ とつ の発想 であ る。 しか し、そ の よ うに して計 算 した結果

は、上記 の方 法 で計算 した結 果 とは異 なる。 こ うい うケー ス は、 ブ ロ ックでの合計 を計 算

して割 り算す るのが 正解 とい える。資 料 の最 後 にあ る合計 、つ ま り、 日本全 体 とい うブロ

ックはそ うい う計 算 を して い る もの であ る。

天気予報

この問題 も与 えられた資料 の一部のみを使用する問題である。表6の 日本の各地域 の1
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月か ら12月 までの天気予報の的中確率の表 を参考 にする。 この問題 はグラフ作成の問題

として用意 した練習問題である。以下のような手順で作業す るよう指示 をしている。

・天気予報の的中確率(表6)の デー タを基 に近畿地方の 「明 日」 の予報 の的中確率の

年間推移を折 れ線 グラフで表せ。

・ 「明 日」 の予報の全国平均 を計算 して、近畿の全国平均 との差の年間推移 を棒 グラフ

で表せ。

・全国平均の(12ヶ 月)平 均 を計算せ よ。

・全国平均 の年間推移を折れ線 グラフで描 きたい。ただ し、「全国平均」の(12ヶ 月)平

均 を引いて、的中確率が高い ときはプラス、低 いときはマイナスになるようにする。

表6中 には、 明 日(1日 後)、 明後 日、3日 目の 的 中確 率 が あ るが 、必 要 なの は明 日の デ

ー タの みで あ る
。 残 りの デ ー タは決 して 入力 しては い けな い(時 間 の無駄 で あ る)こ とに

気 がつ か ね ば な らない。 従 って、 「明 日」 とい う項 目欄 はExcelの 表 中 には必 要 ない 。例

えば、横 に地域 名 、縦 に月 を並べ て、 「明 日」 の デ ー タを記入 す る こ とに なる。

この問題 で は 、か な り入力量 が あ るが 、2桁 の数 が 殆 どで あ り、す ば や く入力 す る こ と

が肝 要で あ る。 絶対 番 地 の使 用 を したいが た め に、問題 の指 示 が若 干不 自然 に なって い る

のが難 点 であ る。分 か りや す く書 け ば実 戦 的問題 と して の面 白みが 欠 け るの で表現 方法 に

悩 む点 で あ る。 よ り必 然性 の あ るモチ ベ ー シ ョン を理解 させ れ ば、多少 説 明不 足 であ って

も趣 旨 は理解 され る。 その よ うな問題 で相 対量 を計算 させ るのが 理想 で あ る。

北 海 道 東 北 関東甲信

中
略

九州南部 沖 縄

明 日 71 77 90 88 79

明後 日 67 74 86 82 74

3日 目 67 72 81 80 68

北 海道 東 北 関東甲信 九州南部 沖 縄

明 日 72 76 89 86 80

明後日 69 74 84 81 79

3日 目 64 71 78 77 73

北海 道 東 北 関東甲信 九州南部 沖 縄

明 日 75 80 86 85 78

明後日 70 75 79 81 75
貞 駒 噛 岬r岬 唾 喚 喚

3日 目 64 69 72 79 69

(後略)

表6天 気予報的中確率
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3.試 験 において注意 すべ きこと

授 業 中 に行 う トレーニ ング問題 は、毎 年使 用 す る もので 、学 生 の レベ ル にあ う よう配 慮

を して い るつ も りで あ るが 、試験 問題 につい て は、難 しい 内容 に な って しまう ことが あ る。

前節 で述べ た よ うな実 戦 的 問題 を試験 問題 に含 め る(Wordや 簡単 なExcelの 問題 も出題

す る よ うに して い る)よ うにす れ ば、 よい問題 を毎 回作成 す る こ とは容易 で な い。好 ま し

い問題 の条件 は以 下 の とお りで あ る。

1)政 府刊 行 物や ウェ ブサ イ トに公 開 されて い る よ うな学 生 に も接 す る機 会が あ る よ う

な資料 を利 用 す る。親 しみやす いテ ーマ にす るのが 望 ま しい。

2)作 業 の 目的(モ チベ ー シ ョン)が 分か る ような問題 にす る。

3)常 識 的 に分 か る よ うな もの を計 算 させ る。 あか ら さまに計 算 式 を与 え る こ とは、 出

来 るだ け避 け たい。

4)あ る程度 の デ ー タ入力 を必 要 とす る もの 。

1)に つ いて は、 その よ うな 白書 な どの資料 は豊 富 にあ る もの の 、そ れ を使 って何 を計

算 させ るか、適 当 な もの を見 出す こ とは難 しい。

2)に つ い て は、試験 問題 の ため のExcel操 作 であ るので 、意 図 が 明確 で な くな るの は

や む をえ ない ところで ある。 そ の場合 、問題文 の指示 が あ い まいで あ る と、教 員 の期待 し

た もの と異 な る解 釈 を して しま うの で注 意 が必 要 で あ る。 「平均 」 とい う場 合 、表 の構 成

に よって2通 り以 上計 算 で きる こ とがあ るので 、 どの よ うな 「平均 」 で あ るか を明示 しな

けれ ば な らない。 ただ し、Excelの 言葉 を使 っ て表現 して は な らない。 あ くまで取 り扱 う

テーマ に沿 った言葉(年 月、地域 な ど)で 表 現す るべ きで あ る。 実 戦 的問題 を出す 限 りは

その点 を守 るべ きで あ る。

3)学 生 が常識 的 に分 か る計算 は きわめ て限 られて い る。 直感 的 にわか り、一・つ の演算

で計 算 で きる もの であ る。授 業 中 な らば説 明や ヒ ン トを与 え る こ と も出来 るの で 、 も う少

し複雑 な もの で もよいが 、試験 時 には簡単 な もの に しなけれ ば な らない。

4)ワ ー プ ロの み な らず 、入 力 の速度 も重 要 で あ る。 適度 な量 が あ れ ば効 率 よ く入力 す

る よう努 め る(テ クニ ック を使 う)は ず で あ る。

ユ)～4)の 条件 を満 た してい て も、試験 の解答 の ポ イン トをチ ェ ックす る上 での難 点

が い くつ か存 在す る。

単位換算

例 えば、表7を 用いて各都道府県の1人 あた りの使用電力量や、森林面積 を計算 させ る
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都 道 府 県

総人口

総 面 積

(km2)

(平成17年10月1日)

現況森林

面積

(千ha)

(平成17年2月1日)

使用電力量

(百万kWh)

平成17年

平成17年 度

全 国 127,767,994 377,914.78 24,473 281,289

北 海 道 5,627,737 83,455.73 5,339 11,541

青 森 県 1,436,657 8,918.28 620 2,805

岩 手 県 1,385,041 15,278.71 1,147 2,793

宮 城 県 2,360,218 6,861.95 409 4,740

(以下略)

表7人 ロ ・面積 ・電力使用量

場 合、通 常 その単 位 に注 意せ ね ば な らない。 しか し、1年 生 にそれ を要求 す る こ とはで き

ない。 表 の デー タで単 に割 り算 をす る と、小 数点 以 下3桁 目か ら始 まる結 果 に な るの で、

適 当 に単位 換 算 を した ほ うが よいが、計 算 式 が複雑 に な り、 それ を書 き表 せ る学生 は少数

で あ る。 また、単位 換 算 を しない に しろ、結果 には単位 を明記 すべ きで あ るが 、 これ も期

待 しては な らな い。授 業 中の トレー ニ ングで もそ れ を習 得 させ る こ とは難 しいで あ ろ う。

白書 な どの資料 で は、 表7の ように単位 は千 、百万 な どが乗 じられて い るので 、本 来 それ

を きちん と理解 して処 理 しな けれ ば な らないが 、 「パ ソコ ン操 作H」 の授 業 と して は 、限
ヘ ヘ ヘ ヘ へ

界 を超 えて しまってい る。結 局 、単位 換算 に関 して は大 目に見 る こ とにな る。

並べ替え

並べ替 えの操作 は、難 しい ものではないが、失敗 をした ときに他 の入力が本来あるべ き

位置か らずれて しまい正 しい表でな くなって しまうことがある。解答が正答 と異 なってい

ても注意 して見る必要がある。 コピー&ペ ース トで並べ替 えをす る学生はいないので結果

は信用で きるが、第二の優先キーを使用 させ る時は最初に入力 した順 と逆転す るようにす

ることが必要だ。

条 件判 定

表7を 使 った問題 で は、北海 道 を始 め9都 道 府県 につ いて、一 人 当た りの使 用電 力量 と、

一 人当 た りの森 林面 積 な ど を計算 させ た上 で
、IF関 数 を用 い た条 件 判 定 を させ て い る。

最 後 の設 問 で 、 『右端 に 「判 定 」欄 をつ く り、一 人 あ た りの使 用 電力(千kwh)が 一 人あ

た りの森 林面 積(万km2)の25倍 よ り大 きけ れ ば、 「大 」 を、小 さけれ ば 「小 」 を記 せ 。』

とい う指 示 を して い る。 試験 におい て は、実 際 にIF関 数 を使 っ たか どうか を判 定 す る こ

とは難 しい。作 成 した フ ァイルを提 出 させ れば よい の だが 、印刷 して提 出 させ てい る(採

点 が しや す いか らであ る)の で 、IF関 数 を使 っ て 「大 」 「小」 を表 示 させ たの か 、 デー
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タを見 て直接 「大」 「小 」 を記 入 したのか判 断 は で きない 。

そ の よ うな問 題 を避 け る に は 、1.簡 単 に は分 か らな い よ う な判 定 条件 にす る、2.

「大」 の よ うな文 字列 で な く計 算式 を書 かせ る、の いず れか の工 夫 をす るの が有効 であ る。

1.の 手段 と して は 、 この設 問 の よ う に、 デ ー タに25を 乗 じて判 定 す る よ うにす れ ば、

簡単 に判 定 す る こ とは難 し くなる。 別 の方 法 と して は、計 算結 果 の小 数点桁 数 を指 定 し、

四捨 五 入 されて表 示 され る ため に 「1.0」に見 えるが 、実 際 には 「0.99」にな る ようにデ ー

タを調節 し、判定 条件 を 「1以 上 」 にす る方 法 があ る。2.の 方 法 は、真 の場 合 、偽 の場

合 に指 定 す る もの を若干 入力 に手 間 の かか る計 算 式(IF関 数 を使 わ な い場 合 、 オー トフ

ィルが使 え ないの で、毎 度計 算式 を入力 す る こ とに なる)に す る こ とであ る。 この場 合 の

難 点 は、時 間 の都 合 上 、条件 判 定 に は十 分 な トレーニ ング問題 を用 意 で きないので 、 ま じ

め にIF関 数 を使 って計 算す る もの に とって もハ ー ドルが高 くな る こ とで あ る。

4.教 科書へ の要望

市販の教科書で は、Excelの 操作 の習得 を目的 と しているので、実戦的応用について考

慮が なされていない ことは、1節 で述べた とお りである。 しか し、教科書業者や執筆者 も

改善 を試みている。情報関連科 目担当の教員 にも、教科書が送付 され、意見 ・要望 を求め

られることがある。その際の返答 などを参考 に、筆者が教科書に求めているポイン トを挙

げてみたい。

操作手順 をもっと簡潔 に

市販の教科書 によく見 られる傾 向 として、操作手順 を詳細 に、図をつけて解説 を してい

ることである。Excelの 操作の際に画面上 に表示 され るもの をすべて掲載 しているといっ

てよい。懇切丁寧な解説 は、 自宅で独習す るにはよい ことであるが、大学の講義 で教員が

説明を加えることので きる場合、効率が悪 くなる。教科書 には必要最小 限の ことさえ書か

れていれば、教員やインス トラクターが詳細 を補 う形態 とな り、授業 として もっとも適 し

た形 になる。分量が少 な くなる分だけ価格 を下げるか、練習問題 を充実 させて もらいたい

と考 える。実際 には、初心者が独習用のため店頭で購入す ることも期待 しているため、さ

らに詳 しく、 カラフルになってい く方向にあ り、授業 に適 した教科書 を見出す ことが大変

難 しくなっている。現在使用中の教科書は、必要最小限のことしか書いていないため、書

店で見つけることは滅多にない。
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操作 の分 類 に工 夫 を

ワー プ ロ ソ フ ト ・Word、 表 計 算 ソ フ ト ・Excelの 操 作 には一一定 の パ ター一ンが あ る。教

科 書 で は、そ の内容(フ ォン ト、下線 、網掛 け な ど)に 注 目を して分類 を してい るが、 そ

れぞ れ につ い て、操 作法 を学 ぶ こ とにな り、覚 え る こ とが増 え、 また 、教科 書 に掲 載 で き

る もの も限 られ る。 そ こで 、操 作 の パ タ0ン に注 目 して機能 を分 類 し解 説 す る こ とを業者

に提 案 した こ とが あ る。操 作 の パ ター ンで分 類す る こ との メ リ ッ トは 、 ひ とつ を習得 す る

ことに よって、 同 じ手順 の他 の操 作 を教 え られず と も理解 で きる こ とで あ る。

ワー プ ロ ソフ トの場 合 、以 下 の3パ ター ンが挙 げ られ る。(事 前 に ドラ ッグで範 囲指定

を してい る こ とを前提 とす る)

1.ツ ール ボ タ ンをク リ ックす るのみ。

もっ と も簡単 な操作 で あ る。元 に戻 す と きもボ タ ンの ク リックのみ で よい。

2.ツ ール ボ タ ン右 の 三角 印 を ク リ ック し、選択 肢 を引 き出 し、選択 す る。

ひ とつ手順 が増 えるが 、容 易 で あ る。フ ォン トや文 字サ イズの変 更 もこれ に類す る。

元 に戻 す と きは、 同様 に して標準 な どの元 の選択 肢 に戻 す 。

3.メ ニ ュー か ら実 行 す る。[書 式]メ ニ ューの 【フ ォ ン ト】 か ら様 々 な様 式 を選 ぶ こ と

がで きる(以 上 はWord2003の 場 合:Word2007で は、 リボ ンの右 下 隅 にそれ に相

当す る ものが あ る)

Wordの 過去 の版 で は、拡 張 書式 設 定 も使 用 され たが 、現 在 で は ほ とん ど使 用 しな い。 こ

の3パ ター ンを知 れ ば、 ほ とん どのWordの 機 能 を利 用 で き、 非常 に効率 よ くWordを マ

ス ター で きる と思 わ れ る。 実 際、過 去 の 「コ ン ピュ ー ター入 門」 の授 業 で は ワープ ロ ソフ

ト ・Wordの 操 作 中心 で あ ったの で、筆 者 は この よ うに ま とめ て学生 に教 えて い た。

Exce1で は、Wordと 共通 の操 作 が あ り、 上記 のパ ター ンで理 解 が で きる。Excelで は、

関数 が数 多 く使 われ るが 、関数 挿 入の ダ イア ログで はそ の内容 に よって分類 が行 われ てい

る。 そ の分類 は、統 計 、論 理 、数学/三 角 な どで あ るが 、操 作 パ タ0ン の分 類 と もほぼ同

じにな る もの で あ る。例 えば 、統計 に分類 され る、平均 ・最 大値 ・最小 値 ・件 数 は全 く同

じ操 作 パ ター ンであ る。 そ れ は、統 計 の 母集 団 に対 して、一一つ の答 え を得 る形式 なの で 、

当然 の結 果 で あ る。 しか し、教 科書 で は この点 は強調 され な い。 この こ とを理 解す れ ば 、

これ らをすべ て 同 じもの と して理解 す る こ とが で き、覚 える こ とは簡略 化 され る。授 業 で

学 ばな い中央値 や標 準偏 差 も簡 単 に計 算 で きる よ うにな る。 なお 、旧版 で は、 合計 も統計

に分類 されて い たが 、現 在 の版 で は数学/三 角 に分 類 され てい る。操 作 パ ター ンは統 計 と

同様 なの で、愚 行 と言 わ ざる を得 ない。

この提 案 は、 コ ン ピュ ー ター操 作 に着 目 した、 コ ン ピュ ー ター本 位 の視 点 で あ っ て、

「パ ソ コ ン操 作H」 を実 戦 的応 用 が で きる内容 に した い とい う視点 とは異 な る よ うに映 る
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か も しれ ない。 しか し、現 実 的問題 で 表 の形式 を決 定 す る際 に考慮 され るの は、操 作 のパ

ター ンで あ る。平均 を計算 す る な らば、母 集 団が 同 じ行(列)に 連 続 して入力 され るべ き

で あ るが、 そ れ は平均 とい う指 数 の性 質 で は な く、Excelの 操作(の パ ター一ン)の 都 合で

あ る。パ ター ンの数が 少 な いので あ る な らば、 それ を確 実 に思 い出せ る ように してお くべ

きであ る と考 え られ る。

なお 、 この分類 に従 って教科 書 が書 か れ た場 合 、必 要 な操作 の み を辞書 的 に参照 す る利

用 には適 してい ない。

練習問題の量 と質

概 して教科書 には練習問題が少 ない。練習問題 を増や してほしい とい う要望 をある業者

(教科書 は採択 されていない)に 伝 えたことがあるが、教科書の例題 と同 レベルの もので、

筆者の意図は別の ところにあったので、満足 なものではなかった。本稿で述べ ているよう

に、実戦的応用力を養 うような練習問題 を求めたのであるが、容易でないことは理解 して

お り、期待 していなかったので予想の範囲内の ことである。そのような問題 は、2・3節

で挙 げられた例の ように相当な補助的な解説や教員 による補足が必要である。多 くの練習
ヘ ヘ ヘ へ

問題 を要求すれば紙面の制限か ら十分 な解説 はで きな くな り、不親切 な説明内容 にな りが
ヘ ヘ へ

ちで あ る。 しか し、筆 者 と して は、現 実 の 問題 はそ の ように不親 切 で あ るのが 当然 であ る
ヘ ヘ ヘ へ

から、不親切 な問題のほうが よい と思 っている。 しか し、業者 にはそのような教科書 を作

ることは大変難 しい ものであることは想像に難 くない。微妙 な匙加減で評判の悪い教科書

に転落 して しまうか らである。その ような練習問題は、筆者 自ら作成す ることが続 くこと

は間違いないであろう。残念 なことに、授業 を受 けなが らも単位 を取得で きない学生 もお

り、彼 らが筆者の授業 を再履修する場合には、同 じ練習問題 をさせ なければならないので、

セメスターごとに問題 を差 し替 えることが望 ま しいのであるが、多大 な労力 を要するので

実践で きていない。

5.今 後 の 課 題

Office2007へ の 対応

Office2007で は、 メニ ュー や ツー ル ボ タ ンの構 造 が大 き く変 わ り、 リボ ンと呼 ば れ る形

式 にな った。操 作 パ ター ンは本 質的 に変 わ ってい な いが 、Officeの ように頻繁 にバ ー ジ ョ

ンア ップが 行 われ る ソ フ トで は、将 来操 作方 法 が変化 す る こ とを考慮 に入 れて教 えるべ き

であ る。現 在教 えてい る内容 が将 来 全 く役 に立 た ない とい う事 態 は避 けた い。 そ うい う意

味 で も、個 々 の ケー スの操作 で は な くパ タ.___ンで分類 して覚 える こ とは重要 で あ る と考 え
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られ る。 デザ イ ンの 変更 に よっ て、 ツー ル ボ タ ンの 位置 な どが大 き く変更 され て い るが、

パ ター ン自体 は変 わ らないか らで あ る。 もちろ ん将来 も変 わ らない保 証 は ないが 、維持 さ

れ る もの と予想 され る。

Exce1で は 、 「セ ル を結 合 して 中央揃 え」 と 「通 貨 ス タ イル」 な どの書 式 の 取 り消 し方

法 が変 遷 して い る。 今後 も変 わ る こ とが予 想 され る操 作 で あ る。

E‐Learningの 利 用

表計 算 ソフ トExce1は そ の名 の 通 り計 算 が 主 目的で あ る。 ワー プ ロ ソ フ トWordで は 、

文 章 を書 くこ とが 目的で あ るか ら、 入力量 が 多 い問題 は歓 迎 であ る。 しか し、Excelで は、

入力量 の多 い問題 は、 入力 に時 間が かか り、授 業 中に行 う と肝 心 な計 算 を遂行 で きず 無意

味 になる。実 戦 的問題 では 、あ る程度 の デ ー タの多 さは必 要 で あ るので 、 デー タのみ 入力

したExcelフ ァイル を学生 に配布 す る こ とが あ る。 現 在 は、 キ ャンパ スエ スパ ー(授 業 支

援 シス テム:20年 度 で 別 ソ フ トへ 変更 予 定)の 教材 配布 機 能 を利 用 して い る。 また 、奈

良大 学学 習支援 システ ム(学 内か らの み 閲覧可 能 なWebサ イ ト)に 掲 載 し、学生 自身 に

ダウ ンロー ドさせ るこ と もあ る。

20年 度 中 に も外 部 か ら も閲覧 可 能 なE-Learningシ ステ ムが 試験 稼働 す る予 定 で あ る

の で、今後 はそれ を利用 す る こ とに なる と思 われ る。著 作権 の 問題 を ク リアす る こ とが で

きれ ば、学 生 の 自習 を促 せ る もの と思 われ る。授 業評 価 ア ンケー トの結 果 を見 て も、 自習

時 間の短 さが問題 となって お り、 自宅 で 自習 で きる システ ムの構築 は期待 され る ところで

あ る。

大学 入学 以前 に履修 して い る学 生 の増加

「パ ソ コ ン操 作H」 の 開講i当時 はExcelの 利 用経 験 者 は非常 に少 な か ったが 、今 で は か

な り増 加 して い る。教 員 免 許取 得 の ため 、Excelの 十 分 な実 力 が あ って も受 講す る学生 も

いる。一 方 で、パ ソ コ ンを一切 使 った こ とが な く漢字 変換 な どの 日本語 入 力が 満足 にで き

ない レベ ルの学 生 もい る。 そ の ように格差 の大 きい学生 層 を対 象 に して、現 行 のExce1の

習得 を中心 と した 「パ ソ コ ン操 作H」 の授 業が 維持 で きるか につ いて は、検 討 を して いか

なけれ ばな らない。 「パ ソコ ン操 作1」 とと もに レベ ル を上 げる こ とが必 要 にな るだ ろ う。

現在 、教 科書 の内容 をすべ て授 業 で教 え るには 、半期 の授 業 時 間で は十 分 で はな いので 、

教 科書 の半 ば まで しか教 える こ とが で きないで い る。論 理 を非常 に短 時 間 で学習 し、 ほ と

ん ど練 習 問題 が で きず 、検索 ・デ ー タベ ー ス に関 して は全 く触 れ る こ とが で きてい な いの

が 現状 で あ る。授 業 の レベ ル を上 げる場 合 、そ れ らを時 間 をか けて学 習 す る こ とが で きる

か も しれ ない。 あ るい は、別 の ア プ リケ ー シ ョンソ フ ト、AccessやPowerPointの 利 用 を

学 習す る こ と も検 討 され るべ きか も しれ な い。 いず れ にせ よ、 これ らは、現状 のパ ソコ ン
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操作Hと は、全 く質的 に異 な る内容 を含 むので相 当の 困難 が予想 され る。本 稿 で述べ た よ

りも さらに、現 実 的 な問題 と リン ク したモ チベ ー シ ョンが必 要 とされ 、1・2年 生 にその

ようなモ チベ ー シ ョンの下 で授 業 を受講 させ る こ とは不 可 能 と思 われ て い る。 これ まで も

PowerPointの 実 習 に対 す る否 定 的 見解 の理 由 とな って い た もの で あ る。 プ レゼ ンテ ー シ

ョンを学ぶ に も、肝心 の テーマ を学 生 自身 が持 ってい な けれ ば、小 手先 の技 術 習得 にな っ

て本 質 とか け離 れ た授 業 にな って しま う とい う懸念 で あ る。 デー タベ ー ス作 成 で も同様 で

あ る。Excelで 論 理 や検 索 を学習 す る場 合 に も、現 在 よ りも適 切 な練 習 問題 の作 成 が必 要

であ り、 困難 が予 想 され る。

6.お わ り に

「パ ソコ ン操作 」 とい う授 業 は、 その位 置 づ けが難 しい科 目であ る。卒 業 要件 に含 まれ

ない こ とか ら、大 学 での授 業 と して はふ さわ し くないか の ご と く捉 え られ るが、教 員免 許

の取 得条件 で は必 修 とな ってい る こ とを言 うまで もな く、社 会 に出 た場合 には必 要不可 欠

な技 術 であ る。 それ に も関 らず評価 が低 いの は 、そ の技 術 の 習得 よ りも、そ れ を使 って何

を得 るか、何 を作 り出す かが重 要 で あ る とい う認識 のた めで あ る。 この認 識 は正 しい もの

で あ る。 しか し、 この点 で は英 語 な どの外 国語 に関 して も同様 なので あ る。文 法 を理解 し

て も英字誌 や 英語 の文献 を読 め るわ けで は ない。 イ ン ター ネ ッ トが研究 の た めの重 要 な手

段 となった今 で も、相 変 わ らず コ ン ピュー ターの操 作技 術 に対 す る評価 は低 い。操作 を知

ってい るだ けで は意味(価 値)が な い とい う意 見 に は全 く異存 が ない が、 意味(価 値)の

あ る利 用が 他 の授 業 や研 究 の場 で行 わ れ てい れば 、そ の よ うな意 見 は耳 にせ ず に済 むの で

は ないか?し か し、現実 はそ うなって い ないか ら こそ 、そ うい う意 見 が聞 かれ るの で はな

いか?少 な くと も現状 を調べ る必 要 が あ るだ ろ う。 そ うなっ てい ない場 合 、意味 の あ る利

用 をす る授 業 が行 われ得 るのか につ い て検討 しな けれ ば な らない。学 生 の英 語力 につ い て

は教 員 か ら嘆 きの言葉 が 聞 かれ る もの の、 コ ンピュー ター の技 術 レベ ル につ い てそ の よ う

な嘆 きを情報 科 目担 当教 員以外 か ら耳 に しない の は、折 角会 得 した コ ンピュ..._ター の技 術

を発揮 す る機 会 が、専 門教 育 の場 で少 ないか らで はな いか と思 われ る。 も し、専 門教 育の

場 で 、Excelが 頻 繁 に利 用 され る な らば、 「パ ソコ ン操 作H」 の授 業 にお い て、様 々 な練

習 問題 を用 意 す る こ とに労 力 を払 う必 要 もない。 現状 で は、 「パ ソ コ ン操 作H」 内 にお い

ての みそ の よ うな問題 に遭 遇す る とい う前提 が 、本 稿 で述べ た よ うな授 業 の 目標 ・方針 を

立 て てい る背景 にあ るので あ る。

一16一



「奈 良 大学情 報処 理 セ ン ター年報No.19」

参 考文 献

過去 に 「パ ソコ ン操作 」 お よびその以 前 の科 目名で あ る 「コン ピュー ター入 門」 で使 用

した教 科書 をあげ てお く。

!)学 生 の ため のWord、 若 山芳 三郎 著 東 京電 機大 学 出版 局

2)楽 し く学べ る ワー ド2000、 稲 村順 一一ほ か 暁 出版

3)だ れ に もわか るア プ リケ ー シ ョン ソフ ト ワー ド/エ クセ ル2000

(現 在 は2003)、 渡 部清 ほか 一橋 出版

表4は 、

4)情 報 リテ ラ シー演習WordとExcelを 使 って情 報 表現 力 をみが く、斉 木邦 弘監 修 、

三浦信 宏 著、 近代 科学 社

に掲 載 の練 習問題 か ら採 録 した。

一17一




